様式第2-3号
調剤のために必要な体制及び設備の概要
	調剤に必要な設備器具
（個数記入のこと）
	
	薬局の構造
	別紙平面図のとおり

	1.
	液量器
（20cc及び200ccのもの）
	　　　個
	
	調剤室の面積
	㎡

	2.
	温度計
（100度のもの）
	　　　本
	
	
	品　　　　目
	数　量

	3.
	水浴
	　　　台
	
	主たる
設　備
(左記の15項目以外の設備)

	
	

	4.
	調剤台
	　　　台
	
	
	
	

	5.
	軟膏板
	　　　個
	
	身体障がい者に配慮した設備構造等
（特に配慮しているもの（こと）があれば、記載すること）

	6.
	乳鉢（散剤用のもの）及び乳棒
	各　　個
	
	

	
	
	
	
	

	7.
	はかり（感量10mgのもの及び感量100mgのもの）
	　　　

　　　個

各　　個
	
	

	8.
	ビーカー
	　　　個
	
	

	9.
	ふるい器
	　　　　　　　　　　　　組　
	
	

	10.
	へら（金属製のもの及び角製又はこれに類するもの）
	各　　本
	
	新規開局の保険薬局以外の薬局のみ記入

	11.
	メスピペット及びピペット台
	　　　本

　　　台
	
	処方せんを受け付けている医療機関名（複数）

	12.
	メスフラスコ及びメスシリンダー
	各　　個
	
	　　　　　　　　　　　　



	
	
	
	
	

	13.
	薬匙（金属製のもの及び角製又はこれに類するもの）
	各　　本
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	14.
	ロート及びロート台
	　　　個

　　　台
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	15.
	調剤に必要な書籍
	
	
	
	

	
	


